
ONE JUNIOR WORLD 

Global Leadership Camp
2025
実施レポート

One Young World Japan は、 18歳以下のネクストヤングリーダーの育成活動

(One Junior World)の一環として、国際教養大学と共同で、2025年3月24日

～28日の5日間にて全国の中高生向けにGlobal Leadership Camp 2025 in 

AIU を開催致しました。

プログラムでは、「縮小する社会における地域の持続可能性を考える5日間」をテーマ

に全国から集まった高校生たちが、地域へのフィールドワークなどを通して、問いを立て、

チームで向き合い、地域社会を前に進める案を立案し、英語で発信いたしました。
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実施概要
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【公立大学法人国際教養大学(AIU)について】

国際教養大学（AIU: Akita International University）は、「国際教養教育」を教学理念に掲げ

2004年に開学しました。開学から徹底して実施している「すべて英語の少人数授業」、教員の半数以上・

キャンパスにいる学生の約1/4が外国籍で構成された「多文化共生キャンパス」、50を超える国・地域の

200以上の提携大学いずれかへの「1年間の留学義務」等の特長を有し、日本の高等教育における国際

化を先導してきました。地域社会に象徴されるグローバルな課題に自らの学問を応用し、責任感と情熱を

持って国際社会に貢献できる、卓越した知性と人格を備えたグローバル・リーダーを育成しています。

１，期間

2025年3月24日～28日

２，開催場所

国際教養大学(AIU)

３，参加人数

42名(内奨学生8名)

 ※応募人数：約90名

４，事前選考

有り(エッセイ及び面接)

５，応募地域

北海道、岩手県、宮城県、秋田県、福島県、石川県、茨木県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県

東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、静岡県、京都府、大阪府、岡山県、徳島県、福岡県、

佐賀県 (22都道府県)

６，参加学校

白百合学園中学校、渋谷教育学園幕張高校、水都国際高校、ぐんま国際アカデミー高等部、

公文国際高等部、札幌日本大学高校、同志社高校、仙台育英学園高校、秋田南高等学校、

金沢大学付属高校、北陸学院高校、愛知真和学園大成高校、八女高校、英数学館高校、

ドルトン東京学園、淑徳与野高校、北海道門別高校、秋田中央高校、矢板東高校、

市川高等学校、半田高校、中央大学付属高校、福岡雙葉高校、静岡高校、清真学園高校、

四條畷高校、宮城第一高校、城之内中学、創価高校、かえつ有明高校、

文化学園大学杉並高校、静岡学園なごみ高校、近畿大学付属広島高校東広島校、

法政大学第二中学校、岐阜高校、市原中央高校

７，地域パートナー企業

秋田酒類製造株式会社



テーマとアプローチ

１，取り組むテーマ

「縮小する社会における地域の持続可能性を考える」

社会では、人口減少が日本の課題と叫ばれる中、人口減少率全国１位の秋田県にて、実際に地域社会へ
のフィールドワークなどを通して、地域の持続可能について考えました。

秋田で起きている事柄を、まずは「事象」として受け止め、それが本当に未来への「課題」なのか、それとも「機
会」となりえるのかから考えました。

従来のキャンプでは、課題解決に重きをおくことが主でした。しかし、今回は、実際の現場に触れるフィールド
ワークをふんだんに取り入れることにより、実際に体験して自分自身がどうそれを捉えることができるかという、課
題発見のプロセスから取り組みました。

２，テーマに対するアプローチ
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講義(理解)

・大学教員から地方の持続可能性についての概要・理論を学ぶ
「人口減少時代の持続可能な町づくり」
-国際教養大学 准教授 工藤尚吾先生(サスティナビリティ学)

・地方創生に取組む実践者から体験談を聞き、実践について学ぶ
「持続可能な地域社会への実践と課題」⁻ハバタク株式会社 代表取締役 丑田俊輔氏

フィールドワーク(体験・振返り)

・実際に持続可能な地域社会を見据えた取り組みを自分自身で体験し学ぶ
⁻BABAME BASE、五城目小学校、朝市、森山ビレッジ

グループ分け(環境設定)

・講義とフィールドワークを通して各個人が興味があるキーワードでグループ分け
⁻教育やインフラなど地方社会に関わる33個のキーワードから自身が興味のある３つを選択
⁻グループ分け時には、多様性(出身地域/年齢/男女/語学力)なども併せて考慮

グループワーク(創造)

・多様性のあるグループで、最終日の発表課題に取組む
⁻プレゼンテーション課題「2055年秋田県のあるべき姿を見据えての2035年に向けた街づくりを提
言する」

プレゼンテーション(発信)

・グループごとに発表課題について英語で発表を行い、表現力を学ぶ
⁻主な審査ポイント
１，Issue「適切さ、解像度、動機の深度」
２，Clear Goal「適切さ、ターゲット、持続可能性」
３，Presentation Skills「口頭スキル、スライド、質疑応答スキル」

グループワークへのサポート(環境設定)

・発表に向けたグループワークをアクセレートするための「リーダーシップ」「英語プレゼンテーションスキ
ル」「アクション」についてを講義から学ぶ
「リーダーシップ」-OYWJ長村裕
「英語プレゼンテーションスキル」-国際教養大学 助教 田金雄一先生(英語教育実践領域)
「アクション」₋秋田酒類製造株式会社 専務取締役 古木吉孝様

⁻株式会社IRIS 代表取締役 宮内菜奈子様(OYW Ambassador)
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スケジュール
Day.1

✓ オリエンテーション

✓ AIU生によるキャンパスツアー

✓ AIUでの学び

国際教養大学 副学長 熊谷嘉隆先生

✓ Welcome Dinner

✓ ナイトセッション「コレクティブリーダーシップについて学ぶ」

OYWJ OJWリード 長村 裕

Day.2

✓ キーノートセッション＠BABAME BASE

「人口減少時代の持続可能な町づくり」

国際教養大学 国際教養学部 グローバル・スタディズ領域 准教授 工藤尚吾先生

✓ プロフェッショナルセッション＠BABAME BASE

「持続可能な地域社会への実践と課題」 ハバタク株式会社 代表取締役 丑田俊輔氏

✓ ランチセッション＠BABAME BASE

郷土料理だまこ鍋を地域住民と共に作る料理ワークショップ

✓ フィールドワーク

森山ビレッジ、五城目朝市、五城目小学校での実践者との対話

✓ 振返り

Day.3

✓ プロフェッショナルトーク

秋田酒類製造株式会社 専務取締役 古木吉孝 氏

株式会社IRIS 代表取締役 宮内菜奈子氏(OYW Ambassador)

✓ Presentation Skills in English

        国際教養大学国際教養学部 英語集中プログラム 助教 田金雄一先生

✓ グループワーク

Day.４

✓ グループワーク

✓ プレゼンテーションリハーサル

Day.5

✓ Final Presentation

審査員： 福岡雙葉学園理事長/株式会社麻生会長 麻生泰氏

国際教養大学 国際教養学部 グローバル・スタディズ領域 准教授 工藤尚吾 先生

国際教養大学国際教養学部 英語集中プログラム 助教 田金雄一先生

One Young World Japan 理事 今西由加

✓ Closing Ceremony
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Day.1

✓ オリエンテーション

✓ AIU生によるキャンパスツアー

✓ AIUでの学び

国際教養大学 副学長 熊谷嘉隆先生

✓ Welcome Dinner

✓ ナイトセッション「コレクティブリーダーシップについて学ぶ」

OYWJ OJWリード 長村 裕



Day 2
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✓ キーノートセッション＠BABAME BASE

「人口減少時代の持続可能な町づくり」

国際教養大学 国際教養学部 グローバル・スタディズ領域 准教授 工藤尚吾 先生

✓ プロフェッショナルセッション＠BABAME BASE

「持続可能な地域社会への実践と課題」 ハバタク株式会社 代表取締役 丑田俊輔氏

✓ ランチセッション＠BABAME BASE

郷土料理だまこ鍋を地域住民と共に作る料理ワークショップ

✓ フィールドワーク

森山ビレッジ、五城目朝市、五城目小学校での実践者との対話

✓ 振返り



Day ３・４
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✓ プロフェッショナルトーク

秋田酒類製造株式会社 専務取締役 古木吉孝 氏

株式会社IRIS 代表取締役 宮内菜奈子 氏(OYW Ambassador)

✓ Presentation Skills in English

        国際教養大学国際教養学部 英語集中プログラム 助教 田金雄一先生

✓ グループワーク



Day 5
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✓ Final Presentation

✓ Closing Ceremony



関係者一覧

市川太一

World Road株式会社 CEO
OYW Ambassador

スタッフ 及び メンター
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空田真之

One Young World Japan
理事 U18担当
Head Coordinator

長村裕

One Young World Japan
Project Coordinator

伊藤和
国際教養大学 4年生

佐藤究

国際教養大学4年生

安岡美月

立教大学1年生

宮内菜奈子氏

株式会社イリス CEO
OYW Ambassador
※メンター兼任

徳升清香

OYW Ambassador

Speaker

寺田雪乃

国際教養大学3年生

熊谷 嘉隆 先生

国際教養大学 副学長

AIUオーガナイズチーム

工藤尚吾 先生

国際教養大学 国際教養学部

グローバル・スタディズ領域 准教授

田金雄一 先生

国際教養大学 英語集中プログラム

助教

古木吉孝 氏

秋田酒類製造株式会社 専務取締役

丑田俊輔氏

ハバタク株式会社 代表取締役

国際教養大学

企画課 企画・広報チーム



参加者の声①

Camp全体の満足度について
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メンターのアドバイスについて

大変満足満足普通不満非常に不満

大変満足満足普通不満非常に不満

沢山の素敵な仲間に出会えて、今までの人生でこんなにも白熱した議論は無かったと思っています。実際にフィー
ルドワークにも行けて、とても充実した5日間でした。

普段、周りに地方創生に興味のある方がいないというのと、普段プロジェクトにここまで本気になれる空気が出来
たこともなかった。そのため、ここまでの情熱がメンバー全員にあるという状況が嬉しく思いました。惜しくも賞は取れ
ませんでしたが、今までにない充実した5日間を過ごせたと思います。

いい刺激をもらったから。地元では語り合う相手のいないようなことを話せる人がいたり、自分の知らない分野につ
いて知ることができたりした。好きを突き詰めることの大事さを感じたから。

このキャンプに出会えて凄くラッキーだと思っています。このキャンプのおかげで私と同じようにリーダーを志す沢山の仲
間に出会えたことが凄く嬉しかったです。5日間全部が自分のためになるもので凄く疲れたけど充実した5日間でし
た。

私の夢を真剣に聞いてくださり、的確なフィードバックをして頂けたから。また、私は今まで誰かに自分の考えを話し
たことが無かったが、メンターさんと話したことで、人に自分の考えを伝えることの大切さを知ったから。

本当に、スキルや経験を尊敬した。メンターの皆さんは本当にパッションがあり、すごく感銘を受けた。チームが迷走
して煮詰まった際には、一刀両断で軌道修正をしてくれた。

自分たちにはない客観的な視点のアドバイスを沢山いただけて、今回のプレゼンだけでなくこれからの人生にずっと
生かせる視点に気づかせてもらえたと思うから
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【ご連絡先】

一般社団法人 One Young World Japan Committee

空田真之

sorata@oywj.org

参加しての感想

参加者の声②

今回学んだことを今後どう活かしていきたいですか？

今回このキャンプに応募するか迷っていた期間もあったのですが、参加することができて心の底から良かったなと思
います。普段机に向かって勉強している時間ですら勿体なく感じるほどフィールドワークでの学びは多く、とても濃い
ものでした。これからこういう学びを広げていくためによりAIUで学びたいと強く思うようになりました。今までで1番成
長できた5日間だったと思います。このような学びの場所を提供してくださってとても感謝しています。ありがとうござ
いました。

参加前は将来何をしたいかが不明確だったが、Campでいろんな友達やメンターの方々とお話をしたり、実際に目
で見て経験したりしたことで、自分が何に興味があるのかが明確になったと思う。とても貴重な機会だった。

本当に楽しい5日間でした。同じような志しをもつ仲間、頼れるメンターさん達、出会えて良かったと思う人ばかりで
す。ありがとうございました!!

私の地元である秋田でしかも志望している国際教養大学でこのようなプログラムを開催していただき本当にありが
とうございました。5日間aiuで過ごしてよりもっとこの大学に入りたい！という気持ちが強まりました。様々なバックグ
ラウンドをもつ人たちと関わることで、今まであまり視野に入っていなかった高校留学やインターナショナルスクールな
ども知りたいなと思うようになりました。

世界でいろんな活動をしている人たちと会えてコネクションができたので、自分が次世界を相手にするとき活かした
い。

普段の生活から自分の意見をはっきり言い、論理的な発言をできるようにしたい。また、説得力のある意見になる
よう、実際に行動していきたい。

今回の挑戦のおかげで新しいコミュニティを持つことができた。はじめは不安ばかり感じていたが、キャンプを通して本
当に多くの出会いや発見があって充実した時間を過ごせた。今後もあたらしい世界へ足を踏み込んでいくことを大
切にしていきたい。

絶対このキャンプに参加しないと得られなかった学びが沢山あったし、大変な中でもひたむきにやり続ければ結果と
学びが着いてくると感じることが出来たのでこれからも自分の成長のために努力し続けるモチベーションになりました。

私は今回、好きを極めていくことの大切さを感じました。collective leadershipの話からも、それぞれがあるもの
を持ち寄って、新しいものを組み立てていくことを知りました。自分は好きなものでも、知らないことが多いことに友達
との交流を通して気づきました。これからは、「好き」だと思うことをより突き詰めて、その知識で役立てるようにしたい
です。
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